








要約:小児の事故予防のためには事故の実態の把握,母親の啓蒙と教育,安全な環境の整備

などが不可欠であるが,データの収集と新しい情報を提供するためにはモニタリングが必

要となる。小児の事故のモニタリング実施の方法を検討するため,時間内診療と救急診療

における事故について検討し,またこれまでの小児事故についての報告を比較検討した。

一般的な事故については救急におけるモニタリングを行い,救急では少ないが重篤な事故

である溺水などについては別個のモニタリングが望まれる。


